


令和 8年度 第 2回　障害者アートセミナー

希望する参加方法に○および　　をつけてください。　

対面（会場  山口県立大学）

※上記の個人情報は、セミナー以外の目的では使用しません。
※開催 5日前までに受講決定および受講URLをお送りしますので、届かない場合は下記事務局までご連絡ください。

受 講 申 込 書

配慮事項 車いす使用 手話通訳
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

要約筆記

同意する 同意しない

オンライン（Zoom）

メール
アドレス

※受講URL送信用

こちらのフォームからも
申し込みできます。

※上記と同じ場合は記載不要

当日の様子を写真や動画に撮り、会報やホームページ、SNS、YouTube 等に掲載します。

事務局へ伝えておきたいこと、講師への質問等があればご記入ください。

氏 名

住 所

電話番号

メ ー ル

障 害 名

そ の 他

個人情報
について

種 級

F A X（ 携 帯 ）

ふ り が な

〒

※番地、建物住所、部屋番号までご記入ください。

【事務局】　山口県障害者社会参加推進センター（山口県障害者芸術文化活動支援センター）
〒753-0072 山口市大手町 9-6  山口県社会福祉会館
Tel:083-928-5432    Fax:083-928-5436    メール :webmaster@syogai35.com

● 一人ひとりの表現をいかした製品づくり ● 作品の保存と管理／記録の活用について
たんぽぽの家のテキスタイルプログラムでは、織り、刺繍、フ

ェルト、シルクスクリーン、布へのイラストなど、さまざまな

方法で表現活動を行っておられます。そこでは、メンバー一人

ひとりの個性や「やってみたい」という気持ちを大切にしなが

ら、作品や商品を生み出しています。制作の途中で生まれる汚

れや布の切れ端、偶然できた形など、一見すると「失敗」に見え

るものも、豊かな表現として捉え、新たな作品や商品へとつな

げています。

一人ひとりの表現をどのように見つめ、楽しみ、社会へ届けて

いくのか。実際の取り組みを通して、その考え方や工夫につい

てお話しいただきます。

障害のある人が生み出した作品を、どのように残し、管理

し、次の活動につなげていくのか。

施設や個人で作品を保管する際には、保管場所の確保や整

理、作品数の増加など、さまざまな悩みが生まれます。限ら

れたスペースや時間の中で、作品を大切に残していくため

の工夫やノウハウをご紹介します。

また、作品の記録を単なる「管理」のためだけでなく、本人と

一緒に作品を振り返ったり、活動の魅力を伝えたりするため

に活用する方法についてもお話しいただきます。

作品を「残す」ことから、「伝える」「活かす」ことへ。日々の活

動に取り入れられるヒントを学びます。


